豊栄病院福祉連携センター　いするぎ通信　平成２８年３月

もう日差しは、春です。
今月も、いするぎ通信をお届けいたします。
　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２８年３月８日（火）　午後６時から
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
症例提示：心電図が教えてくれた高カリウム血症の2例　（内科柄澤良）

ミニレクチャー：C型肝炎の新しい治療（内科小林真）
今回からオープン参加となります。院内外を問いません。午後6時開始になりますのでご注意をお願いします。リニューアルした第1弾は、「C型肝炎の新しい治療」を、小林真先生が話します。C型肝炎治療の問題は、新しい治療があることを知らない医療関係者が多いことらしいです。私もちゃんと聞かなくては！ 
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●えむえすだぶりゅー日誌：当院MSWの岩淵と渡邊が交代で、相談を受けた症例を基に、解決策を探っていきます。
わたしたち医療ソーシャルワーカーの仕事は、患者さんや家族との信頼関係に基づいています。だから、私たちも相手を信用することが大切です。わたしがソーシャルワーカーと勤務して間もない頃の、外来受診に来た患者さんとの出来事です。医事課より保険証がなく、本日支払いができない方がいるので対応して下さいと連絡がありました。とても真面目そうな方で、「仕事が変わり、保険証の交付を待っており、近いうちに交付されます。」と言われました。「わかりました。交付されたら受付にお願いします。」と言い、別れました。後日、その方は別の医療機関を紹介され、受診し、無職で無保険ということがわかり、当院に問い合わせの連絡が入ったのでした。その後事の重大さに先輩の方にどれだけ迷惑をかけたかはみなさんの想像するところです。「信用」することは大切ですが、その裏を考えずにいられない、異様な用心深さが私に身についたのは言うまでもありません。

話してて、時々「意地悪なヤギの目」になるのは、このせいなのか？私が言うこと、全部信じてないでしょ？
●ほーかん日誌：訪問看護で起きたことを書いていきます。
進展がありました！
65歳男性、一人暮らし、脳梗塞後遺症で左不全麻痺、高血圧症。内服管理で訪問すると、大きな声を出していましたが、最近　大きな声を出さず話をしてくれます（何故かわかりません）。体調は？
「バンバンだ。そこにジーがつく！（ダジャレ？）」
「タバコにやられた。3箱も吸っていたから、こんなになった。」
「こうしてテレビばかり見ていてもダメだ。話をしてコミュニケーションを取ると気分転換になる。」
「人間一人では生きていけない。」
「アニメがいい、癒される。」
思い切ってカップラーメンの殻の積み重ねのタワーの事を聞いてみました。
「カップラーメンの汁は絶対に飲まない！それでやられたんだ！汁は毒だ。黄色い油が出る」
と自分なりに考え食べています。思わず好きなカップラーメンは？と聞いてみちゃいました。

「どん兵衛」
と。積み重なっているカップラーメンの殻は円スイ型ですけど・・・。
相変わらず彼の部屋は寒く、私たちは体の芯まで冷えますが、彼との関係は、少しずつ、雪が解けるように、良くなっているんでしょうか？ （五十嵐真実）
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●編集　　北区の訪問診療バックアップシステムの登録が始まりました。役に立ってくれるとうれしい。副院長　柄澤良
豊栄病院福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

